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　　発表しています。

そこで今回は「雨」について気象庁からの情報をご紹介します。

2022年8月1日

西柴防災ニュース

　　気象庁は危機感を高めるために活用してほしいとしています。
全国 11の地方ごとに警戒が呼びかけられ、精度はまだ限定的ですが

季節の変わり目の梅雨前線や秋雨前線が停滞してしばしば大雨が降りますが
前線や低気圧などの影響や雨を降らせやすい地形により、積乱雲が同じ場所で
次々と発生・発達を繰り返すことにより起きる集中豪雨では、激しい雨が

気象庁では、このような気象災害を防止・軽減するために新たな取り組みを
　　こうした大雨により様々な危険な災害が毎年発生しています。
　　数時間にわたって降り続き、狭い地域に数百㎜の総雨量となります。

発達した積乱雲が次々と連なって大雨をもたらす「線状降水帯」が発生する
おそれのある場合、気象庁は半日から6時間前までに気象情報の中で伝える

　　取り組みを6月1日から始めています。

西柴団地自治会防災部
横浜市金沢区西柴四丁目１－１１

　　　　　　~台風や集中豪雨から身を守るために~

線状降水帯模式図

①およそ高度1㎞以下の低層に
暖かく湿った空気の流入が持続

➁前線や地形の影響で
空気の持ち上がり雲が発生

➂大気の状態が不安定
な中で積乱雲が発達

④上空の強い風により積乱雲が
風下に移動して一列に並ぶ

集中豪雨

‐１‐

ホームページからもご覧いただけます。
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(注1）大雨によって災害が起こる恐れのあるときは大雨注意報や洪水注意報を、重大な災害が
起こる恐れのあるときは大雨警報や洪水警報を,さらに重大な災害が起こる恐れが著しく大きい時は
大雨特別警報を発表して警戒や注意を呼びかけます。なお警報や注意報は地域によって異なります。
(注2）数年に一度程度しか発生しないような短時間の大雨を観測・解析したときには記録的短時間
大雨情報を発表します.この情報が発表されたときはお住まいの地域で,土砂災害や浸水害,中小河川
の洪水害の発生につながるような猛烈な雨が降っていることを意味しています。
なお警報や注意報は地域によって異なります。

2022年8月1日
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気象庁が発表する雨や風についての防災情報の中で「激しい雨」「非常に強い風」
などと表現される雨や風は実際どのような降り方、吹き方をするのでしょうか。
また、それによってどのような影響や被害が想定されるのでしょうか。
雨・風の強さに応じた人や建物などへの影響のしかたを示した表によって、雨や風の
強さを数値だけではなく、具体的なイメージで分かっていただけるようにしました。
これを活用して、防災気象情報をより身近なものにしていただきたいと思います。

※　このリーフレットは、気象庁のHPより「雨と風」より雨の部分を
引用しています。全体のリーフレットをご覧になりたい方は気象庁のHPをご覧ください。

2022年8月1日

たった50ミリと思われるかもしれませんが、1平方
メートルあたり５０リットルになります。傘を開いた
ときの面積が概ね１平方メートルなので、1時間傘をさ
していると、傘に牛乳パック50本分もの雨が当たるこ
とになります。

…まわりの雨水が集まると…

「1時間に50ミリの雨」とい
うのは雨水が別の場所に流れ
ずそのままたまる状態。
「1時間に雨水が50ミリの高
さまでたまる」規模の雨です。
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お役に立ちそうな防災サイトをご紹介します。
日本テレビのHPから覗いてみてください。　　https://www.ntv.co.jp/bosai/

2022年8月1日

（日本テレビHP　防災サイトより）
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